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A. 研究目的 

母乳は最も優れた栄養であり、児の成長や

発達に有益である1,2)。その重要性は先進国で

も支持され、UNICEFとWHOは母乳育児成功のた

めの10カ条（10ステップ）を掲げ、母乳育児を

推進している施設を「赤ちゃんにやさしい病

院（baby friendly hospital；BFH）」として

認定している。日本でも64施設が認定され、

高い母乳栄養率が報告されている3)。また、日

本小児科学会の栄養委員会や新生児委員会も

母乳育児に関して報告しており4,5)、2015年の

第118回日本小児科学会学術集会では小児科

医による母乳育児支援についての教育講演も

あった6)。母乳育児への取り組みが進んでいる

ことが分かる。今回、ドナーミルクを安定供

給できる母乳バンクの整備を考える際に、日

本で母乳育児を推進している施設での母乳バ

ンクの意識を知るために、アンケート調査を

行った。 

 

B. 研究方法 

日本の「赤ちゃんにやさしい病院 BFH」65施

設の産科医と小児科医にアンケート調査（表）

を担当者にメールを送って回答してもらった。 

 

この報告書の中では、BFH を以下の 3 群に

分けている（周産期母子医療センターの認定

は国の周産期医療体制整備指針により都道府

研究要旨 

日本で母乳育児を推進している「赤ちゃんにやさしい病院（baby friendly hospital；BFH）」での母乳バ

ンクの意識を知るために、アンケート調査を行った。産科医 61 名、小児科医 77 名から回答を得た。 

NICU のある病院の小児科医は母乳バンクを知っており、超早産児・超低出生体重児へドナーミルクを

投与したいと考えていた。しかし、ドナーミルクを与えることによって未知の感染症や検査をすり抜けた

感染症を心配していた。またドナーミルクの入手に関して、そもそも母乳バンクからドナーミルクがどの

ように提供されるかを知らなかった。 

NICU の小児科医に向けての母乳バンクの情報発信が必要であると考えられる。また、母乳バンクへ母

乳を提供する母親をリクルートするために母乳バンクについて「院内に掲示する」、「パンフレットを置

く」などへの協力は可能であった。 
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県が行い、総合周産期母子医療センターと地

域周産期母子医療センターの２種類がある）。 

① 産科単科施設22施設：産科婦人科を有

し、それが主である施設。 

16施設(72.7％)から産科医20名、小児科

医3名の回答を得た。 

② 一般病院13施設：産婦人科以外にも複数

の診療科を有するが、周産期母子医療セ

ンターの認定は受けていない施設。 

9施設(69.2％)から産科医11名、小児科

医19名の回答を得た。 

③ 周産期センター29施設：産婦人科以外に

も複数の診療科を有するが、周産期母子

医療センターの認定を受けている施設

（総合周産期母子医療センターと地域周

産期母子医療センターとを含む）。 

16施設(55.2％)から産科医33名、小児科

医55名の回答を得た。 

本研究に関係がある超低出生体重児や超

早産児を診るレベルのNICUを③に多いと思

われ、①と②を合わせたグループと③での

比較を行なった。産科医と小児科医での意

識の違いだけでなく、小児科医の中でも、

①と②を合わせたグループと③での比較を

行なった。 

 

 

C. 研究結果 

【質問 1】日本では NICU 等に入院した超早

産児・超低出生体重児等に、生後早期からド

ナーミルクを与えていることについて、どの

程度ご存知ですか。 

 

産科医では「少し知っている」が一番多か

った(52.5%)。小児科医も「少し知っている」

が一番多かったが(36.4%)、産科医よりも「よ

く知っている」も多かった(35.1％)。 

 

【質問 2】NICU 等に入院した超早産児・超

低出生体重児等に、生後早期からドナーミル

クを与える利点を感じますか。 

 

産科医では「感じる」「どちらかと言えば感

じる」が一番多かった(47.5%)。「感じない」は

0%だった。小児科医は「感じる」が一番多かっ

たが(57.9%)、「感じない」は 0%だった。産科

医よりも「感じる」が多かった。 

 

【質問 3】ドナーミルクを与える利点を感

じる理由は何ですか(複数回答可)。 
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産科医と小児科医とともに、「壊死性腸炎等

の疾患から守ることができるから」が 8 割と

多く、「生後早期から腸管栄養ができるから」

も多かった。ドナーミルクの利点については

認知されていた。 

 

【質問 4】ドナーミルクを与える利点を感

じない点・心配な点は何ですか(複数回答可)。 

 

産科医と小児科医とともに、「与えることが

心配だから（感染のため）」が多かった。さら

に産科医では、「保存が心配だから」、「母親の

気持ちを考えるから」が続いた。小児科医で

は、「母親の気持ちを考えるから」、「輸送が心

配だから」が続いた。 

 

【質問 5】日本では NICU等に入院した超早

産児・超低出生体重児等に、生後早期から与

えるドナーミルクを提供する「母乳バンク」

があることをご存知ですか。 

 

産科医・小児科医ともに「少しだけ知って

いる」が一番多かった(50.8%、39.0%)。「知ら

ない」も産科医で 29.5%、小児科医で 18.2％

であった。NICUがある病院で働く小児科医に

「よく知っている」が多かった。 

 

【質問 6】その「母乳バンク」からドナーミ

ルクが提供されれば、自分の施設の NICU等に

入院した超早産児・超低出生体重児等にドナ

ーミルクを投与しますか。 

 

「投与したい」、「どちらかと言えば投与し

たい」を合わせると、小児科医は 8 割以上で

あったが、産科医では 6 割程度であった。ま

た「投与しない」は小児科医では 0％だが、産

科医では 22.2％であった。 

 

【質問 7】「母乳バンク」からドナーミルク

の入手に際しての障壁は何ですか(複数回答

可)。 
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  産科医、小児科医ともに母乳バンクから「ド

ナーミルクがどのように提供されるのかを知

らない」が多かった。 

 

【質問 8】あなたの施設では、「母乳バンク」

に関わる日本母乳バンク協会やドナー登録に

関する情報を、母親に提供する気持ちがあり

ますか。（院内などに掲示をする、パンフレッ

トを置くなどを想定しています） 

 

産科医・小児科医ともに「少しはある」が多

かった(59.0%、63.6%)。しかし、「とても強く

ある」、「強くある」は周産期センターで働く

小児科医に多かった。 

 

【その他】自由記載 

• 近隣地域に母乳バンクができれば良い。 

• 地域でもタイムリーに供給を受けられるシ

ステムがあれば積極的に検討したいと思い

ます。 

• 供給が申請の翌日に受けられること(出生

日に仕込み、日齢１には供給できること)。 

• 金銭面の問題の解決。 

• 無料か低価格になれば良い。 

• 医療者への母乳バンクの情報提供。 

• 情報がなさすぎて困ります。 

• 医療者に母乳バンクに関する情報が周知さ

れること、各都道府県に協会支部があると

いい。 

 

D 考察 

  ドナーミルクの利点については産科医、小

児科医ともに高く、特に壊死性腸炎に関して

の認知は高かった。一方で、ドナーミルクを

与えることで感染があるのではないかと心配

点にあがった。 

母乳バンクの認知度は、母乳育児に詳しい

BFH の産科医や小児科医ともに「少しだけ知

っている」が多かったが、NICUがある病院で

働く小児科医には「よく知っている」が多く

なり認知度が上がっていた。一方で、母乳バ

ンクから「ドナーミルクがどのように提供さ

れるのかを知らない」が多く、それに応える

ために、NICU で働く小児科医に向けての情報

の発信は必要である。 

 また、母乳バンクへ母乳を提供する母親を

リクルートするために母乳バンクについて

「院内に掲示する」、「パンフレットを置く」

などへの協力は可能であった。 

 BFH では母乳育児を支援する体制が整って

おり、早産児を出生した母体でも泌乳を促す

ことは可能である。即ち、自身の母乳が得ら

れるまでの短期間、例えば 3 日から 7 日分の

ドナーミルクが必要である（日齢 0 に 1mL を

8 回分、日齢 1に 2mLを 8回分、日齢 2 に 3mL

を 8回分であれば、ドナーミルクを計 48mLで

24 包になる）。また、分娩までに切迫早産で入

院している期間が長い例も多い。その時期に

同意を得て事前に、例えばドナーミルク 48mL
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の 24 包を、母乳バンクにオーダーしておくと

いう方法もあるかと提案する（切迫早産では

RDS(呼吸窮迫症候群)予防のために母体にス

テロイドを母体投与するように、切迫早産で

は出生後の自身の母体からの母乳泌乳不足の

期間に対応するためにドナーミルクを準備し

ておく）。 

 

E 結論 

 NICUのある病院の小児科医は母乳バンクを

知っており、超早産児・超低出生体重児へド

ナーミルクを投与したいと考えていた。しか

し、ドナーミルクを与えることによっての感

染を心配していた。また、NICUの小児科を対

象にドナーミルクに関しての情報が必要であ

る。 

切迫早産で入院している時期に出生直後の

数日分のドナーミルクをオーダーしておくこ

とも方法である。 
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小児科医向けアンケート 

【背景】NICU等に入院する超早産児・超低

出生体重児等では早期(生後 12 時間程度)か

らの経腸母乳栄養が短期的かつ長期的な予後

が良いことが報告されています。しかし、児

自身の母親からの母乳を早期から与えること

が難しい場合も多いのが現状です。そのため

ドナーミルクを使用する方略も始まっていま

す。 

ドナー：母乳を提供する女性 

ドナーミルク：母乳バンクで処理され、検査

を受けた母乳を示す 

母乳バンク：ドナーの選定、提供された母乳

の細菌検査・低温殺菌、母乳の管理、ドナー

とドナーミルクを使用した児の情報管理をお

こなう 

 

【目的】アンケートは、BFH に勤務する産科

医と小児科医を対象に、母乳バンクの認識を

調査することが目的です。 

＊ このアンケートでは、母乳バンクの母乳

を投与する対象は NICU に入院している児で

あり、健康な成熟児を対象とはしておりませ

ん。 

 

1. 日本では NICU等に入院した超早産児・

超低出生体重児等に、生後早期からドナ

ーミルクを与えていることについて、ど

の程度ご存知ですか。 

① 非常によく知っている 

② よく知っている 

③ 少しだけ知っている 

④ 知らない 

 

2. NICU等に入院した超早産児・超低出生

体重児等に、生後早期からドナーミルク

を与える利点を感じますか。 

① 感じる 

② どちらかと言えば感じる 

③ どちらかと言えば感じない 

④ 感じない  

 

3. ドナーミルクを与える利点を感じる理由

は何ですか（複数回答可）。 

① 該当するものはない 

② 児の死亡率を下げることができる

から 

③ 児を壊死性腸炎等の疾患から守る

ことができるから 

④ 児の発育に良いから 

⑤ 生後早期から腸管栄養ができるか

ら 

⑥ 人工乳では代替できないから 

⑦ その他（記載してください） 

 

4. ドナーミルクを与える利点を感じない理

由は何ですか（複数回答可）。 

① 該当するものはない 

② ドナーミルクの利点を知らないか

ら 

③ 人工乳でも代替できると思うから 

④ 与えることが心配だから（感染の

ため） 

⑤ 与えることが心配だから（感染以

外のため） 

⑥ 保存が心配だから 

⑦ 輸送が心配だから 

⑧ 児の母親の母乳で育つべきだから 

⑨ 栄養面で劣るから 

⑩ 母親の気持ちを考えるから 
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⑪ 児の気持ちを考えるから 

⑫ ドナーミルクに関しての児の母

親・保護者による同意の獲得が大

変だから 

⑬ ドナーミルクに関しての施設の許

可の獲得（倫理委員会など）が大

変だから 

⑭ NICU等のスタッフの協力が大変だ

から 

⑮ NICU等のスタッフの教育が大変だ

から 

⑯ その他（記載してください） 

 

5. 日本では NICU等に入院した超早産児・

超低出生体重児等に、生後早期から与え

るドナーミルクを提供する「母乳バン

ク」があることをご存知ですか。 

① 非常によく知っている 

② よく知っている 

③ 少しだけ知っている 

④ 知らない 

 

6. その「母乳バンク」からドナーミルクが

提供されれば、自分の施設の NICU等に

入院した超早産児・超低出生体重児等に

ドナーミルクを投与しますか。 

① 投与したい 

② どちらかと言うと投与したい 

③ どちらかと言うと投与しない 

④ 投与しない 

 

7. 「母乳バンク」からドナーミルクの入手

に際しての障壁は何ですか（複数回答

可）。 

① 該当するものはない 

② 「母乳バンク」からドナーミルク

がどのように提供されるのかを知

らない 

③ ドナーミルクに関しての施設の許

可がない（倫理委員会など） 

④ ドナーミルクに関しての児の母

親・保護者による同意がない 

⑤ NICU等のスタッフに知識がない 

⑥ NICU等のスタッフに経験がない 

⑦ 「母乳バンク」以外からドナーミ

ルクを入手できるから 

⑧ その他（記載してください） 

 

8. 「母乳バンク」以外からのドナーミルク

を、どのように入手しますか。具体的に

記載してください（省略可）。 

 

9. あなたの施設では、母親に日本母乳バン

ク協会やドナー登録に関する情報を提供

する気持ちがありますか。（院内などに

掲示をする、パンフレットを置くなどを

想定しています） 

① とても強くある 

② 強くある 

③ 少しはある 

④ まったくない 

 

10. どのような条件や問題が解決できれば、

「母親に日本母乳バンク協会やドナー登

録に関する情報を提供する気持ち」が強

くなりますか。 
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産婦人科医向けアンケート 

【背景】NICU等に入院する超早産児・超低

出生体重児等では早期(生後 12 時間程度)か

らの経腸母乳栄養が短期的かつ長期的な予後

が良いことが報告されています。しかし、児

自身の母親からの母乳を早期から与えること

が難しい場合も多いのが現状です。そのため

ドナーミルクを使用する方略も始まっていま

す。 

ドナー：母乳を提供する女性 

ドナーミルク：母乳バンクで処理され、検査

を受けた母乳を示す 

母乳バンク：ドナーの選定、提供された母乳

の細菌検査・低温殺菌、母乳の管理、ドナー

とドナーミルクを使用した児の情報管理をお

こなう 

 

【目的】アンケートは、BFH に勤務する産科

医と小児科医を対象に、母乳バンクの認識を

調査することが目的です。 

＊ このアンケートでは、母乳バンクの母乳

を投与する対象は NICU に入院している児で

あり、健康な成熟児を対象とはしておりませ

ん。 

 

1. 日本では NICU等に入院した超早産児・

超低出生体重児等に、生後早期からドナ

ーミルクを与えていることについて、ど

の程度ご存知ですか。 

⑤ 非常によく知っている 

⑥ よく知っている 

⑦ 少しだけ知っている 

⑧ 知らない 

 

2. NICU等に入院した超早産児・超低出生

体重児等に、生後早期からドナーミルク

を与える利点を感じますか。 

① 感じる 

② どちらかと言えば感じる 

③ どちらかと言えば感じない 

④ 感じない  

 

3. ドナーミルクを与える利点を感じる理由

は何ですか（複数回答可）。 

① 該当するものはない 

② 児の死亡率を下げることができる

から 

③ 児を壊死性腸炎等の疾患から守る

ことができるから 

④ 児の発育に良いから 

⑤ 生後早期から腸管栄養ができるか

ら 

⑥ 人工乳では代替できないから 

⑦ その他（記載してください） 

 

4. ドナーミルクを与える利点を感じない理

由や心配な点は何ですか（複数回答可、

省略可）。 

① 該当するものはない 

② ドナーミルクの利点を知らないか

ら 

③ 人工乳でも代替できると思うから 

④ 与えることが心配だから（感染の

ため） 

⑤ 与えることが心配だから（感染以

外のため） 

⑥ 保存が心配だから 

⑦ 輸送が心配だから 

⑧ 児の母親の母乳で育つべきだから 

⑨ 栄養面で劣るから 
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⑩ 母親の気持ちを考えるから 

⑪ 児の気持ちを考えるから 

⑫ ドナーミルクに関しての児の母

親・保護者による同意の獲得が大

変だから 

⑬ ドナーミルクに関しての施設の許

可の獲得（倫理委員会など）が大

変だから 

⑭ NICU等のスタッフの協力が大変だ

から 

⑮ NICU等のスタッフの教育が大変だ

から 

⑯ その他（記載してください） 

 

5. 日本では NICU等に入院した超早産児・

超低出生体重児等に、生後早期から与え

るドナーミルクを提供する「母乳バン

ク」があることをご存知ですか。 

① 非常によく知っている 

② よく知っている 

③ 少しだけ知っている 

④ 知らない 

 

6. あなたの施設では、母親に日本母乳バン

ク協会やドナー登録に関する情報を提供

する気持ちがありますか。（院内などに

掲示をする、パンフレットを置くなどを

想定しています） 

① とても強くある 

② 強くある 

③ 少しはある 

④ まったくない 

 

7. どのような条件や問題が解決できれば、

「母親に日本母乳バンク協会やドナー登

録に関する情報を提供する気持ち」が強

くなりますか。 

 


